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１
月
４
日
㈰
、情
報
交
流
館
カ
メ
リ
ア

に
お
い
て
町
消
防
出
初
式
が
行
わ
れ
、消

防
団
員
、自
警
団
員
、消
防
職
員
の
総
勢
約

２
５
０
人
が
一
同
に
集
結
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、永
年
勤
続
者
や
退
団
者
な

ど
消
防
活
動
に
尽
力
さ
れ
た
方
々
へ
の
表

彰
が
行
わ
れ
た
後
、粟
町
長
が「
町
民
の

生
命
・
財
産
を
守
る
に
は
消
防
団
員
を
は

じ
め
消
防
関
係
者
の
協
力
が
不
可
欠
で

す
。今
後
と
も
、町
民
が
安
全
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
為
に
、努
力

し
て
欲
し
い
」と
あ
い
さ
つ
、こ
れ
に
応

え
て
、清
水
一
男
消
防
団
長
が「
火
災
防

御
は
も
ち
ろ
ん
、防
火
防
災
の
基
本
で
あ

る
予
防
活
動
に
、よ
り
一
層
努
め
る
と
と

も
に
町
民
の
幸
福
と
災
害
の
な
い
明
る
い

地
域
づ
く
り
を
目
指
し
た
い
」と
答
辞
の

こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
に
引
き
続
き
、庁
舎
南
側
の
あ
ら

み
や
公
園
で
は
、消
防
車
両
行
進
、は
し

ご
の
ぼ
り
、裸
放
水
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

冬
の
晴
れ
間
に
例
年
以
上
の
見
物
客
が
訪

れ
、新
春
の
大
空
を
彩
る
無
火
災
を
願
う

勇
ま
し
い
姿
に
、歓
声
と
拍
手
が
起
こ
っ

て
い
ま
し
た
。

表
彰
さ
れ
た
方
々
（
敬
称
略
）

■
石
川
県
知
事
表
彰　

▽
功
労
章　

中
村
茂（
副
団
長
）

▽
永
年
勤
続
功
労
章　

竹
田
茂
継（
第
３

分
団
部
長
）、
林
紀
代
美（
第
５
分
団
部

長
）、能
村
裕
二（
第
１
分
団
員
）、井
守
豊

（
第
４
分
団
員
）、橋
野
江
里
子（
第
５
分

団
員
）

■
野
々
市
町
長
表
彰　

▽
10
年
勤
続
功
労
章　

山
谷
良
輪
、中
嶋

通（
第
１
分
団
員
）、北
潟
隆
志（
第
２
分

団
員
）、瀬
川
高
広
、澤
村
佳
利（
第
３
分

団
員
）、中
島
哲
也
、吉
田
圭
一（
第
４
分

団
員
）

■
野
々
市
町
消
防
団
長
表
彰

▽
５
年
勤
続
功
労
章　

徳
成
伸
司（
第
２

分
団
員
）、小
堀
修
一
、宮
崎
英
明（
第
３

分
団
員
）、紙
子
和
男（
第
４
分
団
員
）

▽
優
良
消
防
団
員
表
彰　

能
村
裕
二
、石

浦
隆
、絹
川
哲
央（
第
１
分
団
員
）、村
田

秀
豊
、西
本
哲
也
、高
桑
正
志（
第
２
分
団

員
）、澤
村
佳
利
、瀬
川
高
広
、岩
内
信
行

（
第
３
分
団
員
）、廣
見
信
夫
、宮
前
一
夫
、

扇
勝
浩（
第
４
分
団
員
）、林
紀
代
美（
第

５
分
団
部
長
）

▽
消
防
協
力
者
感
謝
状　

倉
紀
之（
扇
が

丘
地
内
火
災
の
初
期
消
火
に
尽
力
）

▽
退
団
者
感
謝
状　

清
水
隆
德（
元
消

防
団
長
）、喜
田
裕
美（
元
第
５
分
団
分
団

長
）、德
野
裕
子（
元
第
５
分
団
副
分
団
長
）

粟
田
正
美
、舩
本
哲
雄（
元
第
１
分
団
員
）、

北
英
樹
、福
田
康
浩（
元
第
２
分
団
員
）、

松
田
俊
之
、大
塚
卓（
元
第
３
分
団
員
）

町
消
防
出
初
式

町
消
防
出
初
式

新  春  恒  例

退団者感謝状を受ける清水隆德氏
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１
月
11
日
㈰
、文
化
会
館
フ
ォ
ル
テ
で

成
人
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。町
内
で
は
、

男
性
３
２
３
人
、女
性
２
２
０
人
の
合
計

５
４
３
人
が
成
人
を
迎
え
ま
し
た
。

　

式
典
に
先
立
ち
上
映
さ
れ
た
、実
行
委

員
会
制
作
の
ビ
デ
オ「
20
年
の
あ
ゆ
み
」

で
は
、
懐
か
し
い
写
真
や
恩
師
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
に
、場
内
か
ら
歓
声
が
あ
が

り
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、粟
町
長
が
成
人
者
と
し
て

の
自
覚
と
責
任
を
促
す
と
と
も
に
、「
か

つ
て
な
い
困
難
か
ら
は
、か
つ
て
な
い
革

新
が
生
ま
れ
、
か
つ
て
な
い
革
新
か
ら

は
、か
つ
て
な
い
飛
躍
が
生
ま
れ
る
」と

い
う
松
下
幸
之
助
氏
の
言
葉
を
引
用
し

て
、前
途
あ
る
成
人
者
に
期
待
を
寄
せ
ま

し
た
。こ
れ
に
応
え
て
、新
成
人
を
代
表

し
て
一
條
広
幸
さ
ん
が「
こ
の
よ
う
な
時

代
だ
か
ら
こ
そ
、何
事
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
、互
い
に
支
え
あ
い
な
が
ら
、さ
ま
ざ

ま
な
課
題
に
果
敢
に
立
ち
向
か
う
挑
戦
者

で
あ
り
た
い
」と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

記
念
撮
影
で
は
、準
備
の
合
間
に
女
性

協
議
会
の
会
員
が
き
れ
い
な
着
物
の
着
方

や
座
り
方
を
話
し
、晴
着
の
す
そ
直
し
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

式
を
終
え
て
、実
行
委
員
長
の
新
田
竜

平
さ
ん
は「
と
て
も
緊
張
し
た
。式
は
み

ん
な
よ
く
聞
い
て
く
れ
た
。20
年
の
あ
ゆ

み
も
拍
手
が
あ
っ
て
、本
当
に
作
っ
て
よ

か
っ
た
」と
晴
れ
晴
れ
と
し
た
感
想
。

20
歳
と
選
挙
権

　

20
歳
に
な
る
と
、さ
ま
ざ
ま
な
権

利
と
義
務
が
生
ま
れ
ま
す
。「
選
挙

権
」は
、政
治
に
自
分
の
意
思
を
反

映
さ
せ
る
大
切
な
権
利
で
す
。大
人

と
し
て
の
自
覚
を
持
っ
て
、必
ず
投

票
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

明るい選挙推進協議会の選挙啓発。昨年
成人した大学３年生３人も啓発に参加

実行委員は会場最前列（右写真手前
７人）と司会（上写真左２人）の９人。
夏から準備を行ってきました　↑→

平成21年成人式
厳しい時

と

代
き

を　若い力が拓
ひ ら

く
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シ
リ
ー
ズ
２
回
目
の
今
回
は
、町
の
人
口
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

◇
国
勢
調
査
人
口
と
住
民
基
本
台
帳
人
口
の
違
い

　

先
月
お
伝
え
し
た
市
制
の
要
件
の
一
つ「
人
口
が
５
万
人
以
上
で
あ
る
こ
と
」

は
、全
国
的
な
人
口
調
査
で
集
計
さ
れ
た
人
口
が
使
わ
れ
ま
す
。こ
れ
は
現
状
で

は
国
勢
調
査
で
集
計
さ
れ
た
人
数
と
な
り
ま
す
。一
方
、毎
月
広
報
な
ど
に
掲
載

し
て
い
る
人
口
は
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
人
数
で
す
。

【
国
勢
調
査
人
口
】

　

全
国
で
一
斉
に
、５
年
に
１
度
実
施
さ
れ
る
国
勢
調
査
の
集
計
人
数
で
す
。

10
月
１
日
を
基
準
と
し
て
、外
国
人
も
含
め
て
調
査
時
に
調
査
区
域
内
に
常
住

し
て
い
る
人（
３
カ
月
以
上
住
ん
で
い
る
ま
た
は
住
む
予
定
の
人
）す
べ
て
が

調
査
の
対
象
で
す
。全
国
的
な
調
査
の
た
め
、集
計
に
は
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

次
回
の
調
査
は
平
成
22
年
で
す
。

【
住
民
基
本
台
帳
人
口
】

　

住
民
基
本
台
帳
法
に
基
づ
き
、市
町
村
に
備
え
て
あ
る
住
民
基
本
台
帳
に
記

載
さ
れ
て
い
る
人
数
で
す
。（
外
国
人
は
含
ま
な
い
）

　

国
勢
調
査
人
口
は
、住
民
基
本
台
帳
へ
の
記
載
に
か
か
わ
ら
ず
、町
内
に
常

住
し
て
い
る
人
数（
外
国
人
を
含
む
）で
す
の
で
、住
民
基
本
台
帳
人
口
と
は
一

致
し
ま
せ
ん
。

◇
国
勢
調
査
人
口
の
推
移　

　

下
の
表
の
と
お
り
、町
の
人
口
は
増
加
を
続
け
て
い
ま
す
。増
加
幅
は
減
少
傾

向
で
し
た
が
、近
年
は
伸
び
て
き
て
い
ま
す
。そ
の
要
因
と
し
て
は
、区
画
整
理
事

業
で
宅
地
や
道
路
な
ど
の
生
活
基
盤
の
整
備
が
進
み
、都
市
と
し
て
の
魅
力
が
拡

大
し
た
こ
と
や
、町
が
展
開
す
る
各
種
の
施
策
が
町
内
外
の
皆
さ
ん
に
理
解
・
評

価
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。こ
の
た
め
、前
回
調
査（
平
成
17
年
）と

同
程
度
の
人
口
増
加
が
見
込
ま
れ
、平
成
22
年
国
勢
調
査
で
は
人
口
５
万
人
を
超

え
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

市制について
考えてみよう 『町の人口について』PART

2

国勢調査による人口推移表� 単位：人

0 10,000 20,000 30,000 40,000 50,000

23,757

31,817

36,080

39,769

42,945

45,581

47,977

？？？

S50国勢調査

S55国勢調査

S60国勢調査

H ２ 国勢調査

H ７ 国勢調査

H12国勢調査

H17国勢調査

H22国勢調査

－

+8,060 

+4,263 

増減

+3,689 

+3,176 

+2,636 

+2,396 

？？
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◇
推
計
人
口
と
は

　

市
制
の
要
件
で
使
用
す
る
国
勢
調
査
人

口
で
す
が
、５
年
ご
と
の
数
字
と
な
る
た

め
、そ
れ
以
外
の
時
点
で
の
人
口
の
目
安

と
し
て
は
、推
計
人
口
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、国
勢
調
査
の
数
字
に
、調
査

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、出
生
、死
亡
、

転
入
、転
出
な
ど
を
加
味
し
て
予
測
し
た

人
口
で
す
。県
統
計
情
報
室
が
、毎
月
１

日
現
在
の
推
計
人
口
を
発
表
し
て
い
る
ほ

か
、国
の
機
関
や
財
団
法
人
な
ど
が
発
表

し
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

◇
将
来
の
人
口
に
つ
い
て

　

国
勢
調
査
人
口
が
い
つ
５
万
人
を
超
え

る
の
か
、ま
た
、推
計
人
口
と
の
差
が
ど

の
程
度
か
実
際
に
は
分
か
り
ま
せ
ん
。し

か
し
、国
勢
調
査
や
県
の
推
計
人
口
の
増

減
数
や
そ
れ
以
外
の
推
計
人
口
か
ら
も
町

の
人
口
が
５
万
人
を
超
え
る
こ
と
は
予
測

さ
れ
て
い
ま
す
。今
後
も
、よ
り
多
く
の

人
に
住
み
た
い
、住
み
続
け
た
い
と
感
じ

て
も
ら
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
行
い
、平
成

22
年
国
勢
調
査
で
の
５
万
人
達
成
、そ
の

後
の
市
制
移
行
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

※
人
口
の
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
見
る
こ
と
が
出
来
ま

す
。ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
→
町
の
概
要
→
統
計

情
報
に
進
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

次
回
は
、市
と
町
と
の
違
い
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

　

市
制
準
備
室（
総
務
企
画
課
内
）

（
☎
２
２
７
―
６
０
２
８
） 

推計人口(各年10月1日現在)

年 人口 対前年比

Ｈ17国勢調査 47,977人 　 −

Ｈ18推計人口 48,421人 +444人 

Ｈ19推計人口 48,989人 +568人 

Ｈ20推計人口 49,705人 +716人 

※県統計情報室による

　

町
が
首
都
圏
で
物
産
展
を
開
催
す
る
の
は
今
回
が
初
め
て
、「
勧
進

帳
・
富
樫
の
里　

野
々
市
町
」と
銘
打
っ
て
、富
樫
氏
の
ふ
る
さ
と
野
々

市
町
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

全
国
菓
子
大
博
覧
会
大
賞
受
賞
の
銘
菓「
も
な
か
勧
進
帳
」を
は
じ
め
、

天
皇
杯
受
賞
農
家
が
つ
く
る「
か
ぶ
ら
寿
し
」や「
切
り
餅
」、地
元
産
の
キ

ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
や
ワ
イ
ン
、商
工
会
女
性
部
の
草
木
染
め
、町
産
の
ハ
ー

ブ
商
品
や
米
、花
な
ど
を
販
売
し
ま
し
た
。多
数
の
お
客
様
が
詰
め
掛
け
、

３
日
間
で
２
，２
２
７
人
の
来
場
が
あ
り
ま
し
た
。ま
た
、町
の
出
身
者
や

学
生
時
代
を
町
で
過
ご
し
た
人
た
ち
は
、館
内
に
映
し
出
さ
れ
た
町
の
様

子
を
、懐
か
し
そ
う
に
見
て
い
ま
し
た
。

　

な
お
、物
産
展
初
日
の
夜
に
は
、町
に
ゆ
か
り
の
あ
る
約
50
人
を
招
待

し
た
記
念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
で
は
、毎
年
、首
都
圏
で
物
産
展
を
開
催
し
、野
々
市
町
を
発
信
し
て

い
く
予
定
で
す
。

大
盛
況
で
終
え
た
町
物
産
展
（ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

12
月
18
日
～
20
日
、東
京
都
千
代
田
区

有
楽
町
ふ
る
さ
と
情
報
プ
ラ
ザ

「危険がいっぱい！子どものケイタイ」ポスター

　“ののいちっ子を育てる”町民会議が、町内の中学生
を対象にポスターコンクールを行い、最優秀賞、優秀
賞の３点をそれぞれ100枚作成しました。各町内会の
掲示板や町内施設、学校に貼り出され、『携帯電話を持
ちたがらないで』『安易に子どもたちに携帯電話を持
たさないで』と訴えています。

【審査結果は以下のとおりです。（敬称略）】
■最優秀賞　福村優（布水中２）■優秀
賞　中島光一（野々市中２）、髙尾好（布
水中１）■奨励賞　向平雄太（野々市中
１）、渡部璃桜（同１）、山崎楓（同２）、北
川美奈（布水中１）、岡田麗（同１）、若松
樹（同２）、小竹剛憲（同２）
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可
決
さ
れ
た
議
案

平
成
20
年
度
町
一
般
会
計
補
正
予
算

１
億
５
，６
９
５
万
１
千
円
を
追
加
し
、予
算
総

額
を
１
３
２
億
１
，４
３
３
万
９
千
円
と
す
る
。

■
主
な
内
訳　

原
油
高
騰
に
伴
う
各
施
設
燃
料

費
、国
庫
補
助
事
業
の
認
証
増
に
伴
う
狭
隘
道
路

拡
幅
整
備
事
業
費
の
増
額
。

平
成
20
年
度
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算

１
，２
７
１
万
９
千
円
を
追
加
し
、予
算
総
額
を

37
億
８
，９
２
２
万
４
千
円
と
す
る
。

■
主
な
内
訳　

退
職
者
医
療
交
付
金
の
追
加
交

付
決
定
に
よ
る
増
額
、国
庫
負
担
金
・
過
年
度
返

還
金
の
確
定
に
よ
る
調
整
。

平
成
20
年
度
町
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

68
万
９
千
円
を
追
加
し
、予
算
総
額
を
15
億
３
，

８
２
８
万
９
千
円
と
す
る
。

■
主
な
内
訳　

生
活
機
能
評
価
事
業
費
の
不
用

額
の
減
額
。

平
成
20
年
度
町
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

４
，７
２
２
万
６
千
円
を
追
加
し
、予
算
総
額
を

24
億
５
，３
４
９
万
８
千
円
と
す
る
。

■
主
な
内
訳　

受
益
者
負
担
金
、下
水
道
事
業
債

の
増
額
。

平
成
20
年
度
町
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

資
本
的
支
出
で
５
２
５
万
６
千
円
を
増
額
し
、収

益
的
支
出
と
資
本
的
支
出
の
補
正
後
、予
算
総
額

を
13
億
７
，６
２
５
万
６
千
円
と
す
る
。

■
主
な
内
訳　

企
業
債
償
還
金
の
増
額
。

町
議
会
議
員
政
治
倫
理
条
例
等
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関
す
る
法

律
な
ど
の
制
定
お
よ
び
施
行
に
伴
い
、用
語
、引
用

し
て
い
る
法
律
の
題
名
お
よ
び
条
文
を
改
め
る
。

平
成
20
年
第
６
回
町
議
会
　
12
月
定
例
会

議
会
だ
よ
り

　
議
会
議
案
を
含
め
た
11
議
案
と
諮
問
１
件
、

継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
５
議
案
に
つ
い
て
、

す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
・
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

町
保
育
所
設
置
条
例
及
び
町
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

町
白
山
保
育
園
、子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
白
山
の

指
定
管
理
者
の
指
定
期
間
が
平
成
21
年
３
月
31

日
で
終
了
す
る
こ
と
に
伴
い
、平
成
21
年
４
月
１

日
か
ら
、こ
れ
ま
で
運
営
を
行
っ
て
い
た
社
会
福

祉
法
人
に
施
設
等
の
貸
付
を
行
い
、保
育
園
・
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
民
間
施
設
と
し
て
運
営

さ
せ
る
た
め
、条
例
を
改
め
る
。

町
道
路
線
の
認
定

町
中
南
部
土
地
区
画
整
理
事
業
お
よ
び
町
北
西

部
土
地
区
画
整
理
事
業
に
よ
り
整
備
さ
れ
た
道

路
、北
陸
新
幹
線
整
備
に
伴
う
道
路
整
備
事
業
等

に
よ
り
整
備
さ
れ
た
道
路
に
つ
い
て
、道
路
法
の

定
め
に
よ
り
認
定
を
行
う
。

町
土
地
開
発
公
社
定
款
の
一
部
変
更

一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関
す
る

法
律
な
ど
の
制
定
お
よ
び
施
行
に
よ
り
、民
法
及

び
公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に
関
す
る
法
律
が
改

正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、土
地
開
発
公
社
の
監
事

の
職
務
に
関
す
る
規
定
に
つ
い
て
、引
用
法
令
な

ど
を
改
め
る
。

町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

産
科
医
療
補
償
制
度
の
創
設
に
伴
い
、こ
の
制
度
に

加
入
の
医
療
機
関
で
の
分
娩
の
場
合
、出
産
育
児
一

時
金
の
給
付
額
を
、現
行
の
35
万
円
に
保
険
料
相
当

額
の
３
万
円
を
加
算
す
る
た
め
、条
例
の
一
部
を
改

め
る
。平
成
21
年
１
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

▼
認
定
さ
れ
た
諮
問

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
に
推
薦
さ
れ
た
西
野
沙

知
子
氏（
押
越
１
丁
目
）に
つ
い
て
適
任
と
認
定

す
る
。

▼
可
決
さ
れ
た
議
会
議
案

・
中
小
企
業
金
融
安
定
対
策
の
充
実
を
求
め
る

意
見
書

　
町
政
全
般
に
わ
た
り
、平
野
、岩
見
、北
村
、野
村
、早
川
、徳
野
、山
下
、

無
量
井
、尾
西
、川
議
員
の
10
名
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　
質
問
者
と
質
問
、答
弁
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
発
言
順
）

一般質問
Q　
当
町
の
安
定
し
た
財
政
運
営
の
推
進

と
し
て
、町
税
な
ど
の
口
座
振
替
の
促

進
と
徴
収
体
制
の
強
化
が
必
要
だ
が
、
町
は

ど
の
よ
う
な
徴
収
体
制
強
化
の
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
の
か
。平
成
19
年
度
ま
で
は
納
税

課
と
し
て
徴
収
を
行
っ
て
い
た
が
、税
務
課
と

統
合
し
体
制
を
改
め
た
こ
と
に
よ
る
効
果
は
。

ま
た
、歩
合
制
徴
収
嘱
託
員
制
度
の
実
績
は
。

税
の
徴
収
と
滞
納
対
策
、
学
校
の
い
じ
め
実
態

平
野 

政
昭 

議
員
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さ
ら
に
、今
年
の
滞
納
対
策
の
効
果
と
今
後
の

課
題
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

Ⓐ　
税
務
課
と
納
税
課
を
統
合
し
た
こ
と

に
よ
り
、課
税
担
当
と
納
税
担
当
で
繁
忙

期
に
は
相
互
協
力
し
、滞
納
整
理
な
ど
を
図
る
こ

と
が
可
能
に
な
っ
た
の
で
、よ
り
強
力
な
体
制
に

な
り
、徐
々
に
そ
の
効
果
も
表
れ
て
き
て
い
る
と

思
っ
て
い
る
。歩
合
制
徴
収
嘱
託
員
制
度
に
つ
い

て
、６
月
か
ら
11
月
ま
で
の
実
績
と
し
て
、訪
問

に
よ
る
納
付
は
、４
８
５
件
、１
，３
３
４
万
６
千

円
あ
ま
り
で
あ
る
。現
時
点
で
、滞
納
繰
越
額
の

徴
収
額
が
前
年
同
月
に
比
べ
大
幅
に
上
回
っ
て

い
る
。ま
た
、滞
納
対
策
の
効
果
と
課
題
で
あ
る

が
、10
月
末
の
滞
納
繰
越
額
の
徴
収
状
況
は
、個

人
町
民
税
、固
定
資
産
税
、法
人
町
民
税
で
前
年

同
月
比
３
ポ
イ
ン
ト
弱
上
回
っ
て
い
る
。今
後
も

滞
納
処
分
の
強
化
を
進
め
た
い
。

Q　
２
０
０
７
年
度
小
中
学
校
の
い
じ
め

等
に
関
し
て
の
実
態
に
つ
い
て
、町
教

育
委
員
会
に
報
告
が
来
て
い
る
件
数
を
伺
い

た
い
。ま
た
、最
近
全
国
的
に
急
増
し
つ
つ
あ

る
携
帯
電
話
に
よ
る
嫌
が
ら
せ
、パ
ソ
コ
ン
に

よ
る
ネ
ッ
ト
上
で
の
い
じ
め
に
つ
い
て
、当
町

で
の
実
態
は
。さ
ら
に
、こ
れ
ら
の
こ
と
に
対

し
て
、子
ど
も
・
先
生
が
一
緒
に
な
っ
て
悩
み

を
話
し
合
っ
て
い
る
の
か
、実
際
の
現
場
で
の

対
応
等
を
伺
い
た
い
。

Ⓐ　
２
０
０
７
年
度
の
い
じ
め
の
認
知
件

数
は
、小
学
校
で
84
件
、中
学
校
で
７
件

で
あ
る
。ネ
ッ
ト
上
の
い
じ
め
は
、そ
の
２
％
で

あ
る
。ネ
ッ
ト
上
の
い
じ
め
に
関
し
て
は
、今
年

度
の
報
告
は
な
い
が
、当
町
に
お
い
て
も
い
つ
起

き
て
も
お
か
し
く
な
い
と
考
え
て
い
る
。そ
の
対

応
策
と
し
て
、町
教
育
セ
ン
タ
ー
で
教
員
の
力
量

を
高
め
る
た
め
、研
修
講
座
の
開
催
を
計
画
し
て

い
る
。ま
た
、町
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し

て
い
るw
eb
チ
ェ
ッ
カ
ー
ズ
に
生
徒
指
導
担
当

教
員
を
積
極
的
に
参
加
さ
せ
、子
ど
も
の
ネ
ッ
ト

上
で
の
動
向
を
把
握
す
る
こ
と
に
よ
り
、い
じ
め

に
対
す
る
解
決
と
未
然
防
止
に
努
め
て
い
る
。

Q　
中
小
零
細
事
業
者
に
超
低
利
の
緊
急

融
資
制
度
の
創
設
、金
利
や
保
証
料
の

補
助
を
。学
校
、保
育
園
の
改
修
・
修
繕
な
ど
、

町
民
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
事
業
の
前
倒
し
発
注

と
中
小
企
業
向
け
の
仕
事
を
増
や
せ
。

Ⓐ　
現
行
の
緊
急
保
証
制
度
で
は
、12
月

10
日
現
在
で
６
９
８
業
種
の
指
定
業
種

の
中
小
事
業
者
が
対
象
と
な
っ
て
お
り
、保
障

制
度
の
拡
充
を
求
め
る
中
小
企
業
を
ほ
ぼ
カ

バ
ー
し
て
い
る
の
で
、こ
の
制
度
を
有
効
に
利

用
し
て
ほ
し
い
。町
独
自
の
軽
減
策
と
し
て
、

町
の
融
資
制
度
に
つ
い
て
借
換
制
度
を
創
設

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。ま
た
、公
共
施
設
工

事
等
の
計
画
に
つ
い
て
は
、施
設
管
理
担
当
部

署
に
お
い
て
計
画
的
に
工
事
の
発
注
を
行
っ

て
い
る
。今
後
も
財
政
事
情
を
考
慮
し
な
が
ら

町
の
緊
急
経
済
対
策
を

岩
見 　

博 

議
員

適
正
な
工
事
発
注
に
努
め
た
い
。

子
ど
も
・
高
齢
者
の
保
険
証
を
取
り
上
げ
る
な

Q　
保
険
料
滞
納
世
帯
の
高
校
生
以
下

の
子
ど
も
に
保
険
証
の
交
付
を
。４
月

以
降
、後
期
高
齢
者
も
保
険
証
が
取
り
上
げ
ら

れ
、
病
院
に
も
行
け
な
く
な
る
。
保
険
証
を
取

り
上
げ
な
い
よ
う
広
域
連
合
に
働
き
か
け
を
。

Ⓐ　
18
歳
以
下
の
子
ど
も
が
い
る
世
帯
で

資
格
証
明
書
を
交
付
し
て
い
る
世
帯
は

な
い
。新
年
度
か
ら
、「
15
歳
に
達
す
る
日
以
後

の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
者
」（
現

在
は
12
歳
）に
要
綱
を
改
め
る
予
定
で
あ
る
。県

広
域
連
合
の
資
格
証
明
書
に
つ
い
て
は
、具
体
的

な
取
り
組
み
が
示
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、現
時
点

で
は
働
き
か
け
る
状
況
で
は
な
い
と
考
え
る
。

介
護
保
険
制
度
の
改
善
を

Q　
来
年
度
、
介
護
認
定
シ
ス
テ
ム
変
更

で
介
護
度
の
ラ
ン
ク
下
げ
が
お
こ
り
、

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
な
い
恐
れ
が

あ
る
。
町
独
自
の
支
援
を
。
基
金
を
取
り
崩

し
て
保
険
料
を
引
き
下
げ
、
生
活
実
態
に
合
っ

た
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
。

Ⓐ　
現
在
実
施
し
て
い
る
激
変
緩
和
措
置

が
平
成
20
年
度
で
終
了
す
る
の
で
、第
４

期
に
お
け
る
保
険
料
の
段
階
の
弾
力
化
を
検
討

し
て
い
る
。保
険
料
に
つ
い
て
は
、介
護
給
付
費

準
備
基
金
を
活
用
し
、保
険
料
を
抑
制
し
た
い
。

就
学
援
助
基
準
の
拡
大
を

Q　
子
ど
も
が
等
し
く
教
育
を
受
け
る
機
会

を
経
済
的
に
保
障
し
て
い
る
就
学
援
助
の

基
準
額
に
つ
い
て
生
活
保
護
費
の
１
．３
倍
に
引
き

上
げ
を
。

Ⓐ　
近
隣
市
町
と
同
じ
よ
う
な
就
学
援
助
の

判
定
基
準
と
し
、現
行
の
生
活
保
護
基
準
の

倍
率
を
１
．１
倍
か
ら
１
．３
倍
に
引
き
上
げ
た
い
。

里
帰
り
出
産
の
妊
婦
健
診
も
無
料
に

Q　
無
料
妊
婦
健
診
を
最
低
14
回
以
上
に

す
る
考
え
は
。
県
外
へ
の
里
帰
り
出
産

の
場
合
も
無
料
健
診
の
対
象
に
。

Ⓐ　
14
回
の
公
費
助
成
に
向
け
て
、市
町
村
へ

の
補
助
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
国
が
検
討
し

て
い
る
。今
後
、国
、県
、近
隣
市
町
の
動
向
を
見
な

が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。県
外
へ
の
里
帰
り
健
診

に
つ
い
て
は
、平
成
21
年
４
月
か
ら
実
施
し
た
い
。

平
成
21
年
度
予
算
編
成
に
向
け
て

北
村 

成
人 

議
員

安
定
財
源
の
確
保
に
つ
い
て

Q　
地
方
分
権
と
少
子
高
齢
化
社
会
の
急

速
な
進
展
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
行
政
施
策

ニ
ー
ズ
の
増
大
は
、財
政
需
要
を
よ
り
一
層
高
め

る
た
め
、賦
課
し
た
税
の
確
実
な
収
納
と
安
定
財

源
の
確
保
が
一
層
求
め
ら
れ
る
。今
年
度
開
始
の

新
た
な
徴
収
業
務
の
実
績
と
今
後
の
見
通
し
は
。
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ま
た
、安
定
財
源
で
あ
る
固
定
資
産
税
の
さ
ら

な
る
増
収
や
、強
い
地
域
ニ
ー
ズ
に
資
す
る
見
地

か
ら
、区
画
整
理
事
業
の
一
層
の
推
進
を
図
る
べ

き
で
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

Ⓐ　
歩
合
制
徴
収
嘱
託
員
制
度
に
よ
り
、町

税
の
各
税
目
に
お
い
て
滞
納
繰
越
額
の

徴
収
率
向
上
が
み
ら
れ
、効
果
が
表
れ
て
き
て
い

る
。不
納
欠
損
額
に
つ
い
て
は
、年
々
増
加
傾
向

で
あ
る
が
、累
積
滞
納
額
を
減
少
さ
せ
る
た
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を
取
り
入
れ
努
力
し
て
い
る
。

区
画
整
理
事
業
の
推
進
で
あ
る
が
、土
地
区
画

整
理
事
業
に
よ
る
都
市
基
盤
整
備
に
よ
り
、固
定

資
産
税
等
の
税
源
確
保
を
図
っ
て
き
た
。現
在
進

行
中
の
２
つ
の
区
画
整
理
事
業
に
お
い
て
も
国
、

県
、町
が
一
体
と
な
っ
て
今
後
も
十
分
な
対
応
を

し
て
い
き
た
い
。

野
々
市
警
察
署
誘
致
の
推
進
に
つ
い
て

Q　
野
々
市
地
区
に
お
け
る
刑
法
犯
罪
数

が
松
任
警
察
署
管
内
の
過
半
数
を
占
め

て
い
る
。５
万
市
制
に
向
け
て
、
北
交
番
の
設

置
と
あ
わ
せ
一
市
一
警
察
署
を
強
く
県
に
要
望

し
、安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
の
要
と
す
べ
き

と
思
う
が
ど
う
か
。

Ⓐ　
警
察
署
、交
番
設
置
に
つ
い
て
は
、今

後
の
地
域
の
人
口
動
態
、あ
る
い
は
官
公

署
の
管
轄
区
域
な
ど
が
検
討
さ
れ
、最
終
的
に
は

県
が
判
断
す
る
こ
と
に
な
る
。地
域
住
民
の
さ
ら

な
る
安
全
・
安
心
確
保
の
た
め
に
、現
在
あ
る
交

番
機
能
の
充
実
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、警
察
署
の

誘
致
、北
部
地
域
へ
の
交
番
設
置
に
つ
い
て
は
、

よ
り
積
極
的
に
要
望
活
動
を
し
て
い
き
た
い
。

人
口
定
住
化
対
策
を
急
げ

Q　
県
統
計
の
11
月
の
当
町
推
計
人
口
で

は
、
あ
と
３
０
０
人
足
ら
ず
で
５
万
人

に
達
す
る
。「
地
域
づ
く
り
は
人
づ
く
り
」で
あ

り
、定
住
化
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
大
切

な
一
里
塚
で
あ
る
。積
極
的
で
中
身
の
濃
い
定

住
化
対
策
を
早
急
に
整
備
す
べ
き
と
思
う
が
考

え
は
ど
う
か
。

Ⓐ　
定
住
化
対
策
と
し
て
、野
々
市
町
勤
労

者
自
己
住
宅
資
金
利
子
補
給
要
綱
、町
内

の
既
存
建
築
物
の
耐
震
改
修
工
事
に
係
る
補
助

金
交
付
要
綱
を
設
け
た
。さ
ら
に
、子
育
て
環
境

を
整
え
る
対
策
と
し
て
、こ
ど
も
医
療
費
給
付
事

業
に
係
る
対
象
範
囲
の
拡
大
、子
ど
も
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
の
助
成
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
も
、町
の
実
情
を
勘
案
し
な
が
ら
調
査
研
究

を
進
め
、市
制
に
向
け
て
さ
ら
な
る
定
住
化
対
策

を
展
開
し
て
い
き
た
い
。

Q　
平
成
17
年
に
、
次
世
代
育
成
支
援
対

策
推
進
法
に
基
づ
い
て
、
五
カ
年
の
計

画
が
た
て
ら
れ
た
。こ
の
計
画
の
検
証
に
つ
い

て
た
ず
ね
る
。

野
々
市
町
特
定
事
業
主
行
動
計
画
に
つ
い
て

野
村　

 

満 

議
員

Ⓐ　
保
育
職
場
で
の
出
産
、育
児
に
係
る
代
替

職
員
は
１
０
０
％
確
保
し
て
い
る
。ま
た
、

女
性
職
員
の
育
児
休
業
取
得
率
は
１
０
０
％
を
達

成
し
て
い
る
。男
性
職
員
の
育
児
休
業
取
得
も
１

件
あ
り
、来
年
度
も
取
得
予
定
が
あ
る
と
聞
い
て

い
る
。子
育
て
を
し
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り
の

一
環
と
し
て
、休
暇
取
得
の
推
進
に
よ
り
平
均
年

次
有
給
休
暇
取
得
日
数
が
増
加
し
て
い
る
。ま
た
、

ノ
ー
残
業
デ
ー
の
設
定
や
電
算
シ
ス
テ
ム
の
導
入
、

機
構
改
革
の
結
果
、超
過
勤
務
時
間
は
減
少
し
て

き
て
い
る
。昨
年
は
育
児
休
業
法
の
一
部
改
正
を

受
け
、育
児
短
時
間
勤
務
制
度
を
導
入
す
る
た
め

の
条
例
、規
則
の
改
正
も
行
っ
た
。今
後
も
次
世
代

育
成
支
援
対
策
を
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
。

Q　
当
町
は
、石
川
県
用
水
供
給
事
業
に
よ

り
受
水
し
て
い
る
が
、責
任
水
量
制
を
廃

止
す
る
よ
う
働
き
か
け
を
し
て
は
ど
う
か
。

Ⓐ　
県
企
業
局
に
よ
る
と
水
道
用
水
供
給

事
業
に
つ
い
て
は
、単
年
度
収
支
は
来

年
度
か
ら
黒
字
に
、累
積
収
支
に
つ
い
て
も
近

年
中
に
は
黒
字
に
な
る
と
予
測
し
て
い
る
。今

後
の
経
営
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、受
水

市
町
も
含
め
て
検
討
す
べ
き
施
設
の
耐
震
化
や

更
新
な
ど
の
課
題
が
あ
り
、ま
だ
時
間
を
要
す

る
と
思
わ
れ
る
。責
任
水
量
の
見
直
し
と
受
水

単
価
の
引
き
下
げ
に
つ
い
て
は
、か
ね
て
よ
り

受
水
市
町
合
同
で
県
に
要
望
し
て
い
る
。今
後

も
引
き
続
き
強
く
要
望
し
て
い
き
た
い
。

教
育
予
算
及
び
障
害
者
福
祉
と
災
害
情
報
伝
達

早
川　

彰
一 

議
員

Q　
石
川
県
立
大
学
に
来
年
度
大
学
院
が

設
置
さ
れ
る
。学
生
増
に
伴
い
、大
学
周

辺
の
ア
ク
セ
ス
道
路
、学
園
地
域
と
し
て
の
整

備
が
行
わ
れ
る
と
思
う
が
、若
者
の
集
う
地
域

と
い
う
こ
と
で
、歩
行
環
境
や
店
舗
に
も
十
分

配
慮
し
て
ほ
し
い
。今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て

尋
ね
る
。

Ⓐ　
学
生
の
通
学
手
段
と
し
て
、自
動
車

通
学
が
全
体
の
約
半
数
、そ
の
ほ
か
は
徒

歩
、バ
ス
な
ど
に
よ
る
通
学
と
聞
い
て
い
る
。開

学
に
合
わ
せ
、大
学
前
面
道
路
に
あ
た
る
町
道
額

谷
末
松
線
の
歩
道
に
つ
い
て
、幅
員
３
．５
ｍ
で

拡
幅
整
備
を
実
施
し
、街
路
樹
の
植
栽
も
行
い
な

が
ら
、歩
行
者
の
安
全
確
保
や
環
境
整
備
を
図
っ

て
き
た
。今
後
、こ
の
地
区
の
幹
線
道
路
計
画
に

つ
い
て
、歩
行
者
空
間
の
安
全
性
、景
観
に
十
分

配
慮
し
な
が
ら
、に
ぎ
わ
い
の
あ
る
キ
ャ
ン
パ
ス

ラ
イ
フ
に
ふ
さ
わ
し
い
環
境
づ
く
り
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

Q　
今
年
度
義
務
教
育
の
移
行
措
置
が
示

さ
れ
、３
年
間
で
順
次
改
善
し
て
い
く

こ
と
と
な
っ
た
。理
数
科
の
充
実
等
が
目
的
と

思
う
が
、先
生
の
確
保
や
教
材
費
等
関
連
予
算

に
つ
い
て
の
対
応
は
。
ま
た
、
小
学
校
に
お
け

る
外
国
語
教
育
の
現
状
と
取
り
組
み
に
つ
い
て

尋
ね
る
。

Ⓐ　
教
員
の
確
保
に
つ
い
て
は
、県
教
育

委
員
会
に
多
く
の
教
職
員
の
配
置
を
、
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Q　
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を
２
０
５
０

年
ま
で
に
半
減
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、温
暖
化
に
伴
う
深
刻
な
影
響
を
回
避
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
、国
連
会
議
で
話
し
合
わ
れ

た
。
国
の
補
助
金
制
度
が
、
低
炭
素
社
会
を
実

現
す
る
た
め
、今
年
度
復
活
し
た
。東
京
で
は
、

太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２
削
減
分

を
環
境
価
値
と
と
ら
え
、
そ
の「
価
値
」
の
10

年
分
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
す
る
。当
町
で

は
、地
球
温
暖
化
防
止
に
対
し
て
の
事
業
を
行

う
予
定
は
あ
る
か

Ⓐ　
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
抑
制
策
と
し
て
、

国
、県
が
実
施
す
る
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
、県
民
エ
コ
ラ
イ
フ
大
作
戦
と
と
も

に
、ご
み
減
量
、エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
、マ
イ
バ
ッ
グ

運
動
等
の
推
進
に
つ
い
て
住
民
へ
の
啓
発
を

地
球
温
暖
化
に
つ
い
て

徳
野　

光
春 

議
員

行
っ
て
い
る
。役
場
内
で
も
庁
舎
の
節
電
、職
員

の
ノ
ー
カ
ー
デ
ー
、ノ
ー
残
業
デ
ー
を
設
け
る
な

ど
身
近
な
対
策
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。今
後
も

国
の
住
宅
用
太
陽
光
発
電
導
入
支
援
対
策
費
補

助
金
の
活
用
に
向
け
た
啓
発
に
努
め
、平
成
21
年

度
に
は
、町
内
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
等
と
連
携

し
、レ
ジ
袋
の
削
減
や
マ
イ
バ
ッ
グ
運
動
な
ど
に

よ
り
一
層
の
推
進
に
努
め
て
い
き
た
い
。

入
札
方
法
に
つ
い
て

Q　
６
月
の
一
般
質
問
後
、
石
川
県
内
で

３
０
０
億
円
の
不
良
債
権
が
発
生
し
、

連
鎖
倒
産
も
起
こ
っ
た
。当
町
で
の
入
札
工
事

に
限
り
、経
営
事
項
審
査
制
度
の
総
合
評
定
値

だ
け
で
な
く
、工
事
代
金
の
支
払
い
方
法
を
確

認
し
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

Ⓐ　
元
請
業
者
と
下
請
業
者
の
信
頼
関
係

や
公
開
さ
れ
な
い
重
要
な
企
業
情
報
に

町
が
関
与
す
る
こ
と
に
も
な
る
の
で
、そ
の
よ
う

な
調
査
は
基
本
的
に
は
で
き
な
い
と
考
え
る
。

次
年
度
予
算
に
つ
い
て

Q　
愛
知
県
豊
田
市
で
は
、
予
算
の
２
割

強
の
４
０
０
億
円
が
税
収
減
と
聞
く
。

当
町
で
は
、
経
常
収
支
比
率
が
９
２
．８
％
と

い
う
こ
と
で
予
算
の
硬
直
化
が
感
じ
ら
れ
る
。

次
年
度
の
予
算
編
成
は
ど
の
よ
う
な
考
え
で
取

り
組
む
の
か
。

Ⓐ　
経
常
的
な
一
般
行
政
経
費
に
つ
い
て

は
、物
価
状
況
や
必
要
性
の
検
証
と
効

率
化
に
努
め
、所
要
額
を
徹
底
的
に
抑
制
し
て

い
く
と
と
も
に
、大
胆
な
事
業
の
選
択
と
重
点

化
、さ
ら
な
る
町
税
の
徴
収
体
制
強
化
な
ど
か

ら
財
源
を
捻
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、教
育
、

福
祉
、環
境
、情
報
化
お
よ
び
都
市
基
盤
整
備

な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
行
政
需
要
へ
的
確
に
対
応

し
て
い
き
た
い
。

人
口
推
移
と
市
制
、
定
住
促
進
に
つ
い
て

山
下　

志
津
枝 

議
員

強
く
要
望
し
て
い
き
た
い
。教
材
に
つ
い
て

は
、国
、県
か
ら
の
補
助
が
な
い
中
で
は
あ
る

が
、小
中
学
校
の
授
業
に
お
い
て
教
材
備
品
の

不
足
に
よ
る
授
業
へ
の
支
障
が
出
な
い
よ
う

に
努
め
て
い
き
た
い
。当
町
は
平
成
13
年
度
か

ら
総
合
的
な
学
習
の
時
間
を
活
用
し
、小
学
校

に
お
い
て
英
語
活
動
を
行
っ
て
き
た
。こ
れ
ま

で
実
施
し
て
き
た
豊
富
な
経
験
を
生
か
し
、カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
の
調
査
研
究
、教
員
研
修
な
ど
を

積
極
的
に
行
っ
て
い
き
た
い
。

Q　
女
性
聴
覚
障
害
者
に
配
慮
し
た
女

性
通
訳
士
の
採
用
を
引
き
続
き
要
望

す
る
。ま
た
定
年
退
職
後
の
社
会
参
加
に
向
け

て
、
活
動
場
所
の
確
保
や
障
害
者
、
障
害
者
団

体
へ
の
支
援
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

Ⓐ　
昨
年
、今
年
と
手
話
通
訳
士
の
募
集
を

し
た
が
、申
し
込
み
が
な
か
っ
た
。今
後

も
採
用
に
努
力
し
て
い
き
た
い
。活
動
場
所
の
確

保
で
あ
る
が
、町
の
既
存
施
設
を
利
用
し
て
ほ
し

い
。障
害
者
団
体
へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
、本
年

度
障
害
者
施
設
２
カ
所
へ
助
成
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
の
援
助
に
つ
い
て
は
、関
係
団
体
と
協
議
し

た
い
。Q　

昨
年
の
能
登
半
島
地
震
、
今
年
の
浅

野
川
豪
雨
な
ど
自
然
災
害
の
発
生
時
等

に
お
け
る
情
報
提
供
に
つ
い
て
、
フ
ァ
ク
ス
、

災
害
メ
ー
ル
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
な
ど
の
メ

デ
ィ
ア
の
字
幕
を
充
実
す
る
な
ど
、障
害
者
も

含
め
た
町
民
に
対
す
る
個
別
の
情
報
提
供
に
関

し
て
の
対
応
は
。

Ⓐ　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
な
ど
の
字
幕
を
通

し
て
の
情
報
提
供
は
、24
時
間
放
送
可
能

な
地
域
専
用
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
設
置
費
用
が
多
額

に
か
か
る
こ
と
、町
内
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
へ
の

加
入
率
が
低
い
こ
と
な
ど
か
ら
、現
在
の
と
こ
ろ

字
幕
放
送
に
よ
る
情
報
提
供
は
困
難
だ
と
考
え

て
い
る
。緊
急
時
に
お
け
る
災
害
情
報
、不
審
者

情
報
の
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
を
研
究
、

検
討
し
て
い
る
の
で
、導
入
時
に
お
い
て
は
多
く

の
町
民
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

Q　
当
町
の
人
口
は
、
市
と
な
る
要
件
の

５
万
人
に
近
づ
い
て
い
る
。
平
成
22
年

の
国
勢
調
査
時
に
は
町
の
人
口
が
何
人
に
な
る

と
想
定
し
て
い
る
の
か
。市
制
施
行
に
向
け
た

課
題
と
今
後
の
対
応
を
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
。ま
た
、定
住
促
進
に
は
、職
住
近
接
や
公
共

交
通
の
利
便
性
向
上
な
ど
、暮
ら
し
や
す
さ
が

実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
が
大
切
で
あ
る
。住

ま
い
づ
く
り
や
子
育
て
に
関
し
、新
し
い
支
援

策
を
検
討
す
る
な
ど
、女
性
と
子
ど
も
に
優
し

い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
は
ど
う
か
。

Ⓐ　
平
成
22
年
の
国
勢
調
査
時
点
の
町
の

人
口
は
５
万
１
千
人
前
後
に
な
る
と
予

測
し
て
い
る
。市
制
の
移
行
に
係
る
具
体
的
な

手
続
き
や
適
切
な
事
務
処
理
を
前
提
と
す
る
組

織
改
編
を
速
や
か
に
進
め
る
こ
と
を
目
的
に
、今

年
度
か
ら
市
制
準
備
室
を
設
置
し
た
。女
性
に
や

さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、石
川
中
央
広
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Q　
相
次
ぐ
食
の
偽
装
が
問
題
と
な
っ
て

い
る
。一
流
の
老
舗
が
何
年
に
も
わ
た
っ

て
消
費
期
限
の
改
ざ
ん
や
材
料
等
の
偽
装
を
し

て
い
た
こ
と
が
発
覚
し
た
。最
近
で
は
、危
険
に

つ
き
食
用
と
し
て
の
販
売
が
禁
止
さ
れ
て
い
る

農
薬
に
汚
染
さ
れ
た
輸
入
冷
凍
食
品
が
、全
国
の

ス
ー
パ
ー
で
大
量
に
販
売
さ
れ
た
。ま
た
、日
本

で
は
毎
年
約
２
千
万
ｔ
も
の
食
料
が
廃
棄
さ
れ

て
い
る
。「
も
っ
た
い
な
い
」の
一
言
で
あ
る
。食
の

安
全
、安
心
に
つ
い
て
所
見
を
お
聞
き
し
た
い
。

Ⓐ　
町
民
が
心
身
と
も
に
健
康
で
、生
涯
に

わ
た
っ
て
い
き
い
き
と
暮
ら
す
た
め
に

食
の
安
全
、
本
町
通
り
と
周
辺
整
備
に
つ
い
て

無
量
井　

次
歳 

議
員

は
、食
の
安
全
・
安
心
が
何
よ
り
大
切
で
あ
る
と

考
え
る
。そ
の
た
め
、食
に
関
す
る
し
っ
か
り
と

し
た
考
え
を
育
て
て
い
か
な
く
て
は
い
け
な
い

と
思
っ
て
い
る
。当
町
で
は
、食
育
と
地
産
地
消

を
推
進
す
る
上
で
、米
を
は
じ
め
地
元
で
生
産

さ
れ
た
食
材
を
使
用
す
る
学
校
給
食
も
実
施
し

て
い
る
。子
ど
も
た
ち
に
は
農
業
に
よ
り
関
心
を

持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
学
童
農
園
も
設
置
し
て

い
る
。こ
う
い
う
活
動
を
通
し
て
、食
に
対
す
る

考
え
方
を
育
て
て
い
け
れ
ば
よ
い
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
る
。

Q　
本
町
通
り
く
ら
し
の
み
ち
ゾ
ー
ン
に

つ
い
て
で
あ
る
が
、今
日
ま
で
本
町
２
丁

目
、３
丁
目
の
沿
線
住
民
に
よ
る
会
議
を
11
回
ほ

ど
重
ね
て
き
た
。そ
の
結
果
、住
民
の
意
見
が
無

電
柱
化
で
統
一
さ
れ
た
。今
年
８
月
か
ら
本
格
的

に
工
事
が
始
ま
り
、地
上
機
が
置
か
れ
る
場
所
も

決
定
し
た
。本
町
通
り
の
こ
れ
か
ら
の
予
定
と
旧

役
場
周
辺
の
一
体
整
備
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

Ⓐ　
今
年
８
月
か
ら
電
線
地
中
化
工
事
に
着

手
し
、平
成
22
年
度
に
は
電
線
管
理
者
が

入
線
と
電
柱
を
抜
く
工
事
、平
成
23
年
度
に
は
本

線
区
間
の
道
路
側
溝
、照
明
灯
、舗
装
等
の
道
路

整
備
を
行
う
予
定
で
あ
る
。旧
役
場
周
辺
の
一
体

整
備
に
つ
い
て
は
、さ
ら
に
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
に
、本
町
通
り
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
の
意
見
も
い
た
だ
き
な
が
ら
検
討
し
て
い

き
た
い
。

ぬ
く
も
り
あ
る
ま
ち
づ
く
り
支
援
に
つ
い
て

尾
西　

雅
代 

議
員

域
圏
の
３
市
３
町
に
よ
る
男
女
共
同
参
画
事
業

と
し
て
、毎
年
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
て
い
る
ほ

か
、女
性
の
た
め
の
無
料
法
律
相
談
を
実
施
し
て

い
る
。ま
た
、公
共
施
設
駐
車
場
の
障
害
者
専
用

指
定
場
所
に
マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ク
を
設
置
す
る
な

ど
の
対
策
を
進
め
て
い
る
。今
後
と
も
女
性
に
や

さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

Q　
東
海
北
陸
自
動
車
道
の
全
線
開
通
を

契
機
に
、
ま
た
、
北
陸
新
幹
線
開
業
を

見
据
え
、高
速
交
通
時
代
に
お
け
る
町
の
あ
り

方
、具
体
的
な
施
策
に
つ
い
て
問
う
。

Ⓐ　
当
町
を
含
め
た
広
域
連
携
に
よ
る
地
域

の
魅
力
向
上
が
重
要
な
鍵
と
な
っ
て
く
る

と
の
観
点
か
ら
、石
川
中
央
広
域
圏
に
属
す
る
３

市
３
町
と
地
域
の
住
民
団
体
、経
済
団
体
、交
通

団
体
な
ど
の
代
表
者
で
構
成
さ
れ
る
新
幹
線
金

沢
駅
周
辺
地
域
連
絡
会
を
今
年
７
月
に
立
ち
上

げ
、北
陸
新
幹
線
開
業
を
見
据
え
た
課
題
と
対
策

に
つ
い
て
研
究
を
進
め
て
い
る
。

Q　
石
川
県
立
大
学
は
環
境
や
食
品
分

野
、
金
沢
工
業
大
学
は
も
の
づ
く
り
分

野
と
、こ
れ
か
ら
の
時
代
の
新
た
な
産
業
を
生

み
だ
す
貴
重
な
戦
力
と
も
言
え
る
。大
学
と
連

携
し
た
学
校
教
育
、あ
る
い
は
社
会
教
育
の
充

実
を
ど
う
考
え
る
か
。
ま
た
、
中
小
企
業
と
大

学
と
の
橋
渡
し
役
と
し
て
、町
が
も
っ
と
積
極

的
に
係
わ
っ
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ⓐ　
中
学
生
の
職
場
体
験
事
業
に
お
い
て
、

町
内
の
大
学
に
協
力
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
が
、さ
ら
に
中
学
生
の
参
加
可
能
な
事
業
が
設

定
で
き
な
い
か
大
学
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。ま

た
、社
会
教
育
の
分
野
で
は
、小
学
生
を
対
象
と

し
た
科
学
実
験
教
室
、住
民
向
け
に
は
の
の
い
ち

町
民
大
学
校
講
座
、寿
大
学
校
講
座
な
ど
で
大
学

の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、地
域
教
育
力
の
向
上
に

努
め
て
き
た
。中
小
企
業
と
大
学
と
の
橋
渡
し
に

つ
い
て
は
、こ
れ
ま
で
も
㈶
石
川
県
産
業
創
出
支

援
機
構
や
い
し
か
わ
大
学
連
携
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー

タ
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
連
携
し
な
が
ら
町

内
企
業
へ
の
訪
問
や
特
産
品
開
発
に
取
り
組
ん

で
き
た
。今
後
も
地
域
振
興
室
を
窓
口
と
し
て
大

学
の
シ
ー
ズ
と
企
業
の
ニ
ー
ズ
を
う
ま
く
組
み

合
わ
せ
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
充
実
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

Q　
出
産
助
成
金
35
万
円
に
加
え
、
産
科

医
療
補
償
制
度
と
し
て
、
出
産
時
の
事

故
に
備
え
保
険
を
掛
け
る
と
い
う
こ
と
で
掛

金
３
万
円
が
プ
ラ
ス
さ
れ
る
こ
と
は
、最
近
の

産
科
医
不
足
解
消
に
も
つ
な
が
る
の
で
は
と
、

大
変
喜
ば
し
く
思
う
。出
産
の
次
は
育
児
で
あ

る
。育
児
の
安
心
、安
全
の
た
め
、チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
が
義
務
化
さ
れ
て
い
る
が
、子
ど
も
の

成
長
に
合
わ
せ
何
種
類
か
必
要
で
あ
り
、大
変

高
価
な
た
め
負
担
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。助

成
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

Ⓐ　
友
人
間
で
の
譲
渡
や
、リ
サ
イ
ク
ル

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
へ
の
持
ち
込
み
等
に
よ

り
、チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
リ
サ
イ
ク
ル
が
進
ん

で
い
る
こ
と
、使
用
義
務
化
さ
れ
て
か
ら
年
数
も

経
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、助
成
に
つ
い
て
は
現
在

考
え
て
い
な
い
。

Q　
道
路
除
雪
実
施
計
画
書
に
よ
る
と
、

気
象
情
報
に
よ
り
一
昼
夜
の
降
雪
量
が

10
㎝
を
超
え
る
恐
れ
が
あ
る
と
き
、主
要
な
幹

線
道
路
お
よ
び
公
共
施
設
周
辺
、主
要
幹
線
道

路
へ
接
続
す
る
補
助
幹
線
道
路
が
除
雪
路
線
に

な
っ
て
い
る
。生
活
道
路
の
除
雪
は
計
画
書
に

は
な
い
が
、生
活
道
路
に
こ
そ
除
雪
が
必
要
な

の
で
は
な
い
か
。安
心
、安
全
な
生
活
の
た
め
、

こ
れ
ま
で
以
上
の
情
報
収
集
と
現
地
状
況
を
把

握
し
、除
雪
体
制
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。
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Q　
現
在
、
石
川
県
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ

プ
が
千
代
田
区
有
楽
町
に
あ
る
。
こ

れ
は
地
元
企
業
20
社
が
共
同
出
資
し
、
加
え

て
県
と
県
内
10
市
９
町
が
負
担
率
を
算
出
し
、

そ
の
一
部
を
負
担
し
て
お
り
、
当
町
も
年
間

45
万
６
千
円
を
負
担
し
て
い
る
。
こ
の
地
区

に
あ
る
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
に
関
し
て
は
、

２
０
０
７
年
の
年
間
来
客
数
が
最
も
多
い
店
は

沖
縄
県
の
２
３
４
万
人
で
、
身
近
な
北
陸
の
富

山
県
で
は
32
万
人
で
あ
る
の
に
対
し
、
石
川
県

は
５
万
人
と
極
端
に
少
な
い
。
県
の
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
が
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
離
れ
た

場
所
に
会
場
を
借
り
て
当
町
が
単
独
、
３
日
間

限
定
で
物
産
展
を
開
催
す
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、

今
回
の
売
上
目
標
と
予
算
、
効
果
に
つ
い
て
の

見
込
み
は
。
こ
の
よ
う
な
物
産
展
を
開
催
す
る

目
的
は
新
た
な
産
業
を
つ
く
る
た
め
の
も
の
か
、

今
あ
る
産
業
の
拡
大
を
狙
っ
て
雇
用
を
期
待
し

た
も
の
か
、
別
の
目
的
が
あ
る
の
か
。
こ
の
よ

う
な
時
期
に
別
の
場
所
で
の
開
催
の
必
要
が

あ
っ
た
の
か
。
と
い
う
３
点
に
つ
い
て
伺
う
。

Ⓐ　
今
回
は
主
に「
野
々
市
町
の
紹
介
」を

目
的
に
開
催
す
る
も
の
で
あ
り
、会
場
で

商
品
を
多
数
販
売
す
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、売

上
の
目
標
額
は
特
に
決
め
て
い
な
い
。商
品
を
出

品
し
て
広
く
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
り
、新
た
な
販

路
が
開
拓
さ
れ
る
と
い
う
可
能
性
に
期
待
し
て

い
る
。そ
し
て
、物
産
展
に
出
品
す
る
生
産
者
が

首
都
圏
の
客
の
反
応
に
接
す
る
こ
と
に
よ
り
、商

品
開
発
の
新
た
な
意
欲
が
生
ま
れ
る
こ
と
こ
そ

最
大
の
効
果
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。石
川
県
観

光
物
産
Ｐ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
は
展
示
ス
ペ
ー
ス
が
限

ら
れ
て
お
り
、当
町
関
連
の
も
の
に
限
っ
て
の
詳

し
い
商
品
説
明
が
で
き
な
い
と
い
う
問
題
も
あ

る
。ま
た
、有
楽
町
か
ら
徒
歩
１
分
で
あ
り
、マ
ス

コ
ミ
に
も
ほ
ぼ
毎
週
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、ふ
る
さ
と
情
報
プ
ラ
ザ
で
の
開
催
と
し

た
。

東
京
で
開
催
さ
れ
る
町
物
産
展
に
つ
い
て

川　

 

哲
郎 

議
員

Ⓐ　
土
地
区
画
整
理
事
業
な
ど
に
よ
る
除

雪
路
線
の
急
激
な
増
加
や
除
雪
協
力
業

者
数
、除
雪
機
械
の
保
有
台
数
の
減
少
に
伴
い
、

除
雪
作
業
に
大
変
苦
慮
し
て
い
る
。生
活
道
路
の

除
雪
に
つ
い
て
は
、こ
れ
ま
で
ど
お
り
基
本
的
に

は
町
ぐ
る
み
で
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
き
た
い
。

し
か
し
、降
雪
、積
雪
の
状
況
に
よ
り
著
し
く
住

民
生
活
に
影
響
を
与
え
る
場
合
は
、町
す
べ
て

の
生
活
道
路
の
除
雪
作
業
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り

行
っ
て
い
き
た
い
。

議 

会 

活 

動

12
月
16
日
～
1
月
15
日

■
12
月

16
日　

教
育
福
祉
常
任
委
員
会

17
日　

産
業
建
設
常
任
委
員
会

22
日　

定
例
会
（
討
論
・
採
決
）

ご 

寄 

附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

■
町
福
祉
基
金
へ

▽
野
々
市
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
様
か
ら

２
万
７
千
９
６
３
円

▽
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
様
か
ら

１
万
９
千
１
５
０
円

▽
絹
川
グ
ル
ー
プ
様
か
ら�

30
万
円

■
町
社
会
福
祉
協
議
会
事
業
基
金
へ

▽
古
源
孝
憲
様（
末
松
１
丁
目
）か
ら
10
万
円

▽
魚
野
政
治
様（
関
西
野
々
市
会
）か
ら

２
万
５
千
円

▽
上
田
浩
嗣
様（
下
林
４
丁
目
）か
ら 

３
千
円

▽
匿
名
の
方
４
件　

合
計
16
万
４
７
１
円

県
知
事
表
彰

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
優
良
団
体
表
彰

町
テ
ニ
ス
協
会

　永年にわたりスポーツの普及振興に尽力し
他の模範となる成果をあげられたとして表彰
されました。

入 

札 

結 

果

　
　

１
，０
０
０
万
円
以
上（
税
込
み
）

12
月
入
札
分

■
押
野
稲
荷
線
舗
装
修
繕
工
事

予
定
価
格　

１
，４
７
０
万
円

落
札
価
格　

１
，３
６
５
万
円

落 

札 

者　

島
屋
建
設
㈱

■
町
北
西
部
土
地
区
画
整
理
事
業　

◇
二
日
市
松
任
線
街
路
舗
装
工
事

　

第
８
工
区

予
定
価
格　

１
，８
９
０
万
円

落
札
価
格　

１
，７
６
４
万
円

落 

札 

者　

沢
田
工
業
㈱

◇
二
日
市
松
任
線
街
路
舗
装
工
事

　

第
９
工
区

予
定
価
格　

１
，１
４
４
万
５
千
円

落
札
価
格　

１
，０
６
０
万
５
千
円

落 

札 

者　

三
友
工
業
㈱

◇
二
日
市
松
任
線
歩
道
舗
装
工
事

　

第
３
工
区

予
定
価
格　

２
，８
８
７
万
５
千
円

落
札
価
格　

２
，６
８
８
万
円

落 

札 

者　

北
川
ヒ
ュ
ー
テ
ッ
ク
㈱

◇
野
々
市
駅
通
り
線
街
路
築
造
工
事　

　

第
４
工
区

予
定
価
格　

１
，８
３
７
万
５
千
円

落
札
価
格　

１
，５
４
１
万
９
千
２
５
０
円

落 

札 

者　

㈱
小
山
組
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主な改良点
・５万市制を目指す町として、明るい配色
・キッズページ、英語ページ、よくある質問のページを新設
・少ないクリック数で目的のページにたどり着ける
・ホームページの上部に文字の拡大・縮小機能を搭載。音声読み上げソフトにも対応
・一般的な方法で複数キーワード検索ができ、PDFファイル内の語句も検索が可能
・閲覧者が現在サイト上のどの位置にいるかを表示
・携帯用のページを充実するとともに、各社ごとに異なっていた携帯用のアドレスを統一
・新着情報等をRSS（※サイトの情報を配信するための規格のひとつ）により配信し、ホームページにア
クセスしなくてもメール受信するなどで新着情報の確認が可能

ホームページ更新に併せ、メールアドレス、ホームページのアドレスを順次変更します。

 ◇ホームページ
３月１日以降に変更前のアドレスにアクセスした場合、アドレスが変わったことを表示し、自動的に変更後の
ページにジャンプします。「ブックマーク」や「お気に入り」に登録している方は変更をお願いします。

（変更前）　http://www.town.nonoichi.ishikawa.jp/
（変更後）　http://www.town.nonoichi.lg.jp/

 ◇メールアドレス
３月１日からは、町から届くメールが変更後のアドレスとなります。当面の間、町へはどちらのメールアドレ
スでも送信できます。アドレス帳などに、町のメールアドレスを登録している方は変更をお願いします。

（変更前）　*****@town.nonoichi.ishikawa.jp
（変更後）　*****@town.nonoichi.lg.jp

※ lg.jpは、地方公共団体専用のドメインです。住民や企業が安心してインターネット上の行政サービスを利用できるよう、提供者が地方
公共団体であることを分かりやすく示すものです。

行　政

●開かれた行政活動の推進
●町の魅力発信

●生活課題の解決
●町政への参加

情報の提供

意見・質問

ＨＰ
ネット社会
の玄関

デザイン、コンテンツ、
アクセシビリティの充実

アクセス数、満足度の向上アクセス数、満足度の向上

■情報が豊富で新鮮　■だれでもどこでも見ることができる
■行政や議会活動の透明性を高める　■住民と行政のプラットホーム

行政と住民の信頼関係、協働活動 より住み良いまちづくりより住み良いまちづくり

住　民

情報の提供

意見・質問

ＨＰ
ネット社会
の玄関

親しみと魅力あるＨＰ

情報の共有化

3月1日から町ホームページが
生まれ変わります！

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）上記のほか、指針を定め、全職員が「親しみと魅力ある誰もが使いやすいホームページづくり」を意識し
ながらページ作成を行い、協力して情報が豊富で新鮮なホームページを運営していきます。

ホームページやメールのアドレスが変わります（ドメインがlg.jp に）
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着
か
な
い
体
に
な
っ
て
い
ま
す
。

�

★
血
管
収
縮　

⋮
私
た
ち
の
体
に
は

毛
細
血
管
が
は
り
め
ぐ
ら
さ
れ
て
い
ま

す
。こ
れ
ら
は
酸
素
や
栄
養
を
運
び
、老

廃
物
を
外
に
運
び
出
す
役
割
を
し
て
い

ま
す
。ニ
コ
チ
ン
は
こ
の
毛
細
血
管
を

ぎ
ゅ
っ
と
縮
め
て
血
液
の
流
れ
を
悪
く

し
ま
す
。血
流
が
悪
い
た
め
に
手
足
が

冷
え
た
り
、皮
膚
に
酸
素
が
行
き
届
か

ず
し
わ
が
増
え
た
り
し
ま
す
。そ
し
て
、

酸
素
や
栄
養
を
体
中
に
届
け
る
た
め
に

心
臓
が
た
く
さ
ん
働
き
、息
切
れ
や
、血

圧
が
高
く
な
る
の
で
す
。

③
一
酸
化
炭
素

　

血
液
中
の
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
に
付
着
し

ま
す
。ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
は
酸
素
を
運
ぶ

役
割
が
あ
り
ま
す
が
、一
酸
化
炭
素
と

付
着
す
る
と
酸
素
の
運
搬
が
妨
げ
ら
れ
、

体
が
酸
素
不
足
に
な
り
ま
す
。例
え
ば
、

脳
に
必
要
な
酸
素
が
足
り
な
く
な
る
と
、

覚
え
る
力
や
考
え
る
力
が
衰
え
ま
す
。

　

た
ば
こ
は
吸
う
人
の
健
康
を
侵
し

ま
す
が
、た
ば
こ
の
先
か
ら
立
ち
上
る

煙（
副
流
煙
）に
も
強
い
毒
性
が
あ
り
、

周
り
の
人
や
、妊
婦
さ
ん
の
お
腹
の
赤

ち
ゃ
ん
に
も
悪
影
響
を
与
え
ま
す
。た

ば
こ
に
対
す
る
認
識
を
持
ち
、皆
で
禁

煙
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
！

問
い
合
わ
せ　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
２
４
８
︱
３
５
１
１
）

　

た
ば
こ
の
煙
の
中
に
は
、体
に
有
害

な
物
質
が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。特

に
有
害
な
の
が
、タ
ー
ル
、ニ
コ
チ
ン
、

一
酸
化
炭
素
の
３
つ
で
す
。

①
タ
ー
ル

　

タ
バ
コ
の
フ
ィ
ル
タ
ー
に
茶
色
く
付

着
す
る
い
わ
ゆ
る�

＂ヤ
ニ
＂
の
こ
と
で

す
。細
胞
に
付
着
し
、が
ん
の
原
因
に
な

り
ま
す
。低
タ
ー
ル
た
ば
こ
は
、タ
ー
ル

の
量
が
10
分
の
１
と
な
っ
て
い
て
も
、

必
ず
し
も
有
害
物
質
が
同
様
に
減
っ
て

い
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

②
ニ
コ
チ
ン

�

★
依
存
症　

⋮
初
め
て
た
ば
こ
を
吸
っ

た
時
の
、せ
き
、冷
汗
、顔
が
青
く
な
る

な
ど
の
症
状
は
ニ
コ
チ
ン
が
原
因
で
す
。

そ
れ
で
も
吸
い
続
け
て
い
る
と
、血
液

中
の
ニ
コ
チ
ン
が
切
れ
る
度
に
イ
ラ
イ

ラ
し
て
き
た
り
、考
え
る
力
が
衰
え
た

り
し
ま
す
。ニ
コ
チ
ン
が
な
い
と
落
ち

たばこの煙はどう悪い？

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は

身
近
な
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
！

　

こ
れ
ま
で
、筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
つ

い
て
皆
さ
ん
に
お
伝
え
し
て
き
ま
し
た
。

　

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
い
っ
て
も
、い
き

な
り
ジ
ョ
ギ
ン
グ
や
ス
ポ
ー
ツ
を
始
め
る

こ
と
だ
け
で
は
な
く
、日
中
動
く
時
間
を

増
や
し
て
み
る
こ
と
や
、テ
レ
ビ
を
見
な

が
ら
簡
単
な
体
操
を
す
る
、近
所
ま
で
歩

い
て
行
っ
て
み
る
な
ど
、身
近
な
と
こ
ろ

か
ら
始
め
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

今
回
は
こ
れ
ま
で
の
ま
と
め
と
し
て
、

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
続
け
る
ポ
イ
ン
ト

を
紹
介
し
ま
す
。

◆
休
み
な
が
ら
で
も
軽
い
運
動
を
30
分

～
45
分
ほ
ど
行
い
ま
し
ょ
う

◆
日
常
生
活
で
、活
動
す
る
時
間
を
増

や
し
ま
し
ょ
う

◆
目
標
を
持
ち
ま
し
ょ
う

◆
空
い
た
時
間
に
も
、ち
ょ
っ
と
体
を

動
か
す
気
持
ち
を
持
ち
ま
し
ょ
う�

〈片足横上げ〉
太もも横の筋肉を鍛えます。

か ら だ の

お た っ し ゃ
体 操 ・・・⑪

健 康 通 信

①
い
す
の
背
に
軽
く
手
を
つ
け
て
立
つ

②
片
足
を
軽
く
横
へ
上
げ
、
３
～
５
秒

　

静
止
し
ゆ
っ
く
り
降
ろ
す
。

左
右
交
互
に
20
回
行
い
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
２
２
７
︱
６
０
６
７
）
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カメラあちこち
まちの話題、あんなこと、こんなこと。

カメラあちこち

年の瀬を安全に過ごすために
防犯・交通安全　年末特別警戒

クリスマスのお楽しみ
北陸学院扇が丘幼稚園　クリスマスのつどい

　年末にかけて、町内の防犯・交通安全関係団体が連携
し、特別警戒活動が行われました。
　情報交流館カメリアで行われた出発式には、防犯協会
や交通安全協会など関係者約80人が参加し、住民へ防犯
意識と交通安全意識の高揚を図ることを誓いました。
　活動期間中、防犯協会、金沢工業大学イーグル隊、交
通安全協会員による広報車での巡回広報活動、交通安全
推進隊による赤ランプ作戦を実施し、夜間の犯罪防止と
交通事故防止を呼びかけました。

　クリスマスを前に、扇が丘幼稚園のクリスマスのつどい
が文化会館で行われました。つどいは礼拝と祝会の２部構
成で、園児や保護者など約200人が聖誕劇や歌、合奏を楽
しみました。
　イエス・キリストの誕生エピソードを劇にした聖誕劇では、
年長組園児がそれぞれの役を持って舞台に立ちました。長
いせりふもしっかりと決め、一生懸命演じた園児たち。どき
どきと、わが子の出番を見守っていた親たちも、役をきちん
とこなすその姿に、成長を感じたのではないでしょうか。

交差点で車に取りつけた赤ランプを点灯させな
がら事故防止を呼びかけました。
夜間、自転車は必ずライトを点灯しましょう。
歩行者も反射材などで目立たせるようにしま
しょう。
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のっティタイムマシンで、古代へGO！！
第４回カメリア親子体験塾

ぬくもりが伝わる歳末たすけあい
民生委員児童委員が施設慰問

ソロ、連弾で奏でた名器の調べ
「ベーゼンドルファー」を弾くコンサート

　12月21日㈰、カメリア・パルの会主催で、『のっティのっ
て、ののいちの古代にタイムスリップ！』と銘打った、のっ
ティで町内を巡る歴史探検の旅が開催されました。
　午前中は、フォルテ周辺の散策からふるさと歴史館での勾
玉作りを体験しました。午後は吉岡幸三さんを案内役に本町
界隈の街歩きと民話紙芝居が行われました。照台寺では住職
から寺の由来について伺い、正月しか公開しないという町文
化財指定の｢虎猫の御書｣を披露してもらいました。荘厳な雰
囲気に、子どもよりも大人の方が興味津々のようでした。

　12月25日㈭、民生委員児童委員92人が、町内と周辺の
施設・病院を慰問し、歳末たすけあい募金で集った約800
万円のうち、620万円を入所している高齢者、障害者の方
約250人と地域の対象者約950人に手渡しました。
　富樫苑では、委員２人が入所者一人一人に、慰問金を手
渡しながら、手を握ったり声をかけたりしました。
　何かと暗い話題が多かった年末ですが、町民の善意の募
金は例年と変わりない額。ぬくもりと感謝を伝え合うこと
で、心が豊かになることを確かめ合った一日でした。

　１月17日㈯、「ベーゼンドルファー」を弾くコンサートが
文化会館フォルテで開催されました。
　公募した町内の小学生・高校生延べ14組17人が、約150
人の聴衆を前に日頃の練習成果を披露しました。第２部は、
町在住のピアニスト堺洋子さんが、演奏とベーゼンの魅力に
ついての語りで、すてきなひとときを演出しました。
　ベーゼンドルファーの演奏体験は過去６回開催。コンサー
トは初の試みでしたが、適度な緊張感の中、名器が奏でる音
色に出演者、来場者とも楽しんでいたようです。

きれいな障子で、すてきな新年を
商工会青年部障子張り替えボランティア

　12月14日㈰、郷・押野地区の一人暮らし高齢者世帯を
対象に、商工会青年部による障子張り替え奉仕作業が行わ
れました。20年近く続いているこの活動は、障子の桟を
洗うところから始まり、一日がかりの作業になります。小
雨が降るとても寒い中での作業でしたが「ありがとうね」
と高齢者の方からいただく言葉を励みに、一枚一枚丁寧に
仕上げられました。

←障子紙がはがれないように慎重に貼り付けます
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広
告
欄

みんなのひろば
掲載ご希望の方は…広報情報課（☎227-6056）

みんなのひろば

「ヒヤシンスの水栽培」
エンジェル保育園

年長組の子どもたちは、11月から始めたヒヤシ
ンスの水栽培に興味津々です。

　扉を開けると、暗闇の棚からうっすら見えるヒヤ
シンスの芽が子どもたちの心をとらえて離しませ
ん。「うわぁ～っこんなに根っこが伸びている」「す
ごいね」「見て見て！芽も出てきたよ！」とヒヤシ
ンスの成長してゆく姿に一喜一憂しながら、目を輝
かせのぞき込んで見ています。
　特に、観察日記をかく火曜日は、朝からそわそわ
とヒヤシンスの成長を心待ちに、色鉛筆を取り出し
て待っています。観察日記に取り組み始めると、一
週間前に観察した時とどれ位の相違があるのかと、
大きさや色の違いを楽しんでかいています。
　水栽培を始める前は、お水だけで本当に大きくな
るのかと、心配していた子どもたち。根が生え始め
ると気持ちも高まり、「早く大きくなってね」「きれ
いな花を咲かせてね」と口々にヒヤシンスに言葉か
けをしながら、お水をあげたりほこりを払ったり。
まるで、お母さんのようにお世話に夢中になり、成
長を喜んでいます。
　子どもたちが卒園する頃には、きっとヒヤシンスは
きれいな紫色の花を咲かせてくれることでしょう。
　子どもたちにもさまざまな保育体験を通して豊
かな感性を培い、オンリーワンの花を咲かせてくれ
ることを願っています。
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町立図書館

野々市町本町2-14-6（☎248-8099）
開館時間　10：00～19：00
　　　　　（土日は17：00まで）
休 館 日　毎週月・祝日

● 子ども向け● 今月のおはなし会

● 今月の展示図書

● 大人向け

わ
た
し
の

ぼ
く
の

夢
夢

『はなをくんくん』

 ルース・クラウス／ぶん、マーク・サイモント／え

雪
ゆき

の中
なか

で眠
ねむ

っていた森
もり

の動
どう

物
ぶつ

たちが、
はなをくんくんさせていっせいにかけ
出した。冬

ふ ゆ げ し き

景色の白
しろ

黒
くろ

と、花
はな

の色
いろ

の対
たい

比
ひ

が見
み ご と

事な名
めい

作
さく

絵
え

本
ほん

。

『「派遣」の歩き方 私らしく働きたい。を叶える本』 

 派遣ビジネス研究所／編

いいことばかりではない、派遣の実態を知
ろう。給料の仕組みや、正社員との付き合い
方、スキルアップに派遣を守る法律など、知
らなくて後で泣くことのないように、あな
たに合った派遣ライフを真剣に考えよう。

楽しい絵本や紙芝居の
読み聞かせです。
誰でも自由に参加

できます。

と　き　２月
がつ

14日
にち

（土）、21日
にち

（土）

　　　　11：00から

ところ　児
じ

童
どう

図
と

書
しょ

コーナー

テーマ　『ノーベル賞』

※期間中の展示図書の貸し出しはできま
せんので、予約をお願いします

図書館お役立ち情報：図書館は、ベビーカーでも入館できます。多目的トイレにはおむつ交換台もあります。

野球選手になりたい
端崎　陽平くん
館野小２年

ケーキ屋さんになりたい
髙木　彩未さん
館野小２年

　やってみたい人あつまれ！小学２年生の君も来年４月
からはいれるよ。中央公民館で毎週木曜日に練習してい
ます。ぜひ、一度見に来てください。   
　なかなか教えてもらう機会がない三味線・しの笛・太
鼓・唄を覚えて、楽しみがふえますよ。もちろん小学３年
生～中学３年生なら誰でも入会できます。   
◆入　会　金　　1,000円、会費は半年ごとに3,000円   
◆活 動 時 間　　19:00～21:00　 入会待っています   
◆問い合わせ　　代表者　村　宏和　  （☎246-7573）

じょんからKIDS（キッズ）会員募集 !
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リレー方式で町民の方々を紹介しています

人“いきいき”
ののいち

33

野々市町で暮らしてどうですか？
２人）ここにしか住んだことがないので感想は難
しいが、ずっとここに住んでいたい。
お互いの性格は？
愛）姉は少し恐いところもあるけれど、根は優しい
絵）妹は適当なのだけれども頑固な面も
去年の出来事で印象にあることは？
１番上の姉（３姉妹）に、予想外なことに先に結婚
されたこと。
絵）整体師の資格を取得したこと
愛）ニート脱出！
今年の目標
絵）今度は足つぼの資格を取得したい
愛）痩せて顔をシャープに戻したい
２人）どちらが先に結婚するか。今は横一線ですが…。
ひとこと
絵）発展したのはうれしいけれど、混雑するように
なった。もう少しバスとかが便利になると良い。
愛）仕事を辞め、就職するまでの２～３カ月、何度も
面接を受けるなどとても大変でした。もう２度とハ
ローワークには行きたくない。

　　　右：島﨑絵美さん（姉）
　　　左：　　愛子さん（妹）／新庄

服を買うときは一緒に行くという２人。
実家好きの愛子さんは婿養子募集中！

野々市ブランド酒、名称決定「ichi椿」
　町を発信する野々市ブランドの日本酒が「ichi椿」と命名されました。
　この名前は、この日本酒に使用した酵母の由来となった椿に、野々市
の市や一押しの一、産学官連携事業の一歩目の一などの意味が込められ
たichiを組み合わせたものです。

　ichi椿は、清金にある中村酒造の協力のもと県立大学や農家、町、県産
業創出支援機構など関係機関が連携し、開発したものです。町内を流れ
る白山の伏流水、町内で実った酒米、町花木「ツバキ」から採取した酵
母を使用し、町内で仕込むまさに「野々市ブランド」のお酒です。

　現在製造中のお酒は、300ml入りの瓶で5,000本分になります。
３月21，22日に開催される「ののいち椿まつり」で試飲や販売を行う予
定です。

問い合わせ　地域振興室（産業振興課内）　（☎２２７︲６１６０）
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■12月末現在の人口
（　）は前月比

　人　口	 44,973人	（＋ 24）
　　男　	 22,531人	（＋ 12）
　　女　	 22,442人	（＋ 12）
　世帯数	 18,550世帯	（＋ 10）

■12月中の人の動き
　転　入	 192人
　転　出	  207人
　出　生	 69人
　死　亡	  30人

※住民基本台帳に記載されている数字
です

H20.12.16～H21.1.15受付分

戸籍の窓
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州
す

浜
は ま

菊
き っ

花
か
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そ う

鳥
ちょう

鏡
きょう

（三納ニシヨサ遺跡）
　平成15年に実施した三納ニシヨサ遺跡第５次発掘調査の際
に、土

ど

坑
こう

（大型の穴）の中から出土しました。
　この鏡は直径約10ｃｍ、重さ約180gの銅鏡です。背面の真
ん中には左に頭を向けた亀の形をした鈕

ちゅう

（つまみ状の紐
ひも

通し）が
あります。下に水の流れと陸地（州浜）があり左上に２羽の鳥が
向かい合っており、そのほかの部分には菊の花の模様が散りば
められています。
　このような構図の鏡は「州浜菊花双鳥鏡」と呼ばれ、今から約
500年前の室町時代に多く製造されました。


